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　謹んで新春のお慶びを申し上げます。
　桑名労働基準協会並びに会員の皆様には、旧年中、労働基準行政の推進につきまして、格別のご
理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、昨年の６月に政府は骨太の方針として、終身雇用や年功序列などの日本型雇用の見直し
を閣議決定し、10月には過去最大の上げ幅となる最低賃金の見直しを行ったところです。その結
果、地域別最低賃金額は全国加重平均で1,004円となり、初めて1,000円を超えたところですが、賃上
げの流れを波及させていくためにも、中小企業等への支援が重要な課題となっています。
　一方、雇用情勢については、改善に向けた動きが続いていますが、様々な業種において人出不足
の状況がみられ、人出不足を原因とした長時間労働が発生している事業場も見受けられたところ
です。
　また、職場におけるハラスメントや過重労働・長時間労働に関する相談も多く寄せられており、
脳・心臓疾患や精神障害に関する労災請求も高止まりの状況が続いています。
　こうした中、本年におきましても、労働基準行政の重点課題である長時間労働の抑制に向け、過
重労働による健康障害防止に引き続き取り組んでまいります。
　さらに、本年４月より時間外労働の上限規制が適用猶予業務等（建設業、自動車運転の業務な
ど）についても適用されることとなりますので、関係事業場の皆様におかれましては、施行時期を
見据え、ご対応いただきますようお願いいたします。
　もう一つの重点課題である労働災害防止につきましては、昨年は、第14次労働災害防止計画の
初年度であり、当署におきましても、死亡災害の撲滅と休業４日以上の死傷者数777人未満（７％
以上の減少）を目標に、「チャレンジアンダー７７７ほくせい推進運動」を展開してまいりました
が、現在のところ、死傷者数は前年同期比3.5％減少（令和５年11月末現在）となり、目標を達成でき
るか微妙な状況となっています。
　また、建設業など一部の業種では死傷者数が増加しており、全産業の事故の型をみると、「転倒」
や「動作の反動・無理な動作」（腰痛等）などの行動災害が全体の４割を占めているほか、高年齢労
働者の労働災害が顕著に増加していることから、本年も積極的に労働災害防止に取り組んでまい
ります。
　このように本年も取り組むべき課題がいろいろとござ
いますが、貴協会のお力添えをいただきながら適切に対応
していく所存ですので、皆様のご支援とご協力を賜ります
ようお願い申し上げます。
　最後になりますが、本年が皆様にとってより良い年にな
ることを祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせていただ
きます。

宮田 　仁
四日市労働基準監督署
署長

新 春 の ご 挨 拶

桑名労働基準協会長表彰
安全衛生貢献者(3名)

精勤功労者(9名)

永年勤続功労者(22名)

優良勤労者表彰

北 勢 運 送 株 式 会 社
株式会社魚国総本社三重支社
光 精 工 株 式 会 社
株式会社プロテリアルファインテック
太平洋セメント株式会社藤原工場
桑 名 電 気 産 業 株 式 会 社
トヨタ車体株式会社いなべ工場
トヨタ車体株式会社いなべ工場
長 島 観 光 開 発 株 式 会 社
株式会社デンソー大安製作所
株式会社デンソー大安製作所

株 式 会 社 整 備 工 場 東 海
株 式 会 社 山 本 本 店
株式会社プロテリアル桑名工場
株式会社プロテリアルファインテック
株式会社ナルックス員弁パイル工場
SWCC 株 式 会 社 三 重 事 業 所
トヨタ車体株式会社いなべ工場
長 島 観 光 開 発 株 式 会 社
株式会社デンソー大安製作所
株式会社デンソー大安製作所
株式会社デンソー大安製作所

松 岡 晃 弘
大 川 彬 加
高 島 健 児
恩 田 善 三
川 瀬 友 希
上 杉 英 之
水 越 敏 之
松 井 　 崇
鈴 木 敏 彰
後 藤 登美夫
仲 　 世 治

武 藤 勝 則
市 川 　 梓
加 藤 浩 人
岡 田 昌 紀
二 井 貴 史
伴 　 　 豊
山 下 直 紀
宇留田 夏 美
北 村 　 乃
伊 藤 寿 洋
西 林 秀 貢

東 誠 工 機 株 式 会 社
中部電力パワーグリッド株式会社桑名営業所

河 嶋 正 明
長谷川 治 孝

渡 辺 靖 晃 トヨタ車体株式会社いなべ工場

オバナヤ・セメンテックス株式会社
三 重 太 平 洋 鉱 業 株 式 会 社
星和工業株式会社藤原営業所
桑 栄 運 輸 株 式 会 社
株式会社プロテリアル桑名工場

角 田 大 輔
渡 邊 　 健
鈴 木 雅 宏
黒 田 清 隆
太 田 正 俊

近 藤 　 樹
松 下 翔 平
原 田 隆 幸
佐 藤 幸 司

株 式 会 社 斎 藤 金 型 製 作 所
フ ジ タ 電 業 株 式 会 社
星和工業株式会社藤原営業所
株式会社 A D E K A 三重工場

スリーセブン

安心、快適に働くことができる
環境づくりを目指して

中央労働災害防止協会
令和5年度　緑十字賞

(一社)三重労働基準協会
連合会長表彰

安全衛生優良事業場賞

建設業労働災害防止協会
　三重県支部桑名分会長表彰
　　安全衛生優良事業場　伊勢土建工業株式会社 殿

陸上貨物運送事業労働災害防止協会
　三重県支部桑員分会長表彰
　　安全衛生優良事業場　出口運送株式会社 殿

桑員労働対策協議会長表彰
　　安全管理優良事業所　有限会社早川鉄工所 殿

桑名労働基準協会長表彰

安全衛生優良事業場賞
株式会社ＮＴＮ多度製作所 殿

株式会社神戸製鋼所
大安製造所 総務部安全環境室

吉川　 修 殿
フジタ電業株式会社 殿

安全衛生優良事業場賞
株式会社安田製作所 殿

安全衛生功労者賞
株式会社ＡＤＥＫＡ 三重工場

業務部長 出口 滋樹 殿

安全衛生功労者賞
桑名労働基準協会

講師 井戸辻 吉三 殿
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※「三重県ガラス・同製品製造業最低賃金」、「三重県銑鉄鋳物、可鍛鋳鉄、鋳鉄管製造業最低賃金」、「三重県一般
機械器具製造業最低賃金」、「三重県洋食器・刃物・手道具・金物類製造業最低賃金」が適用される労働者につい
ては、三重県最低賃金（時間額９7３円）の金額以上の賃金を支払わなければなりません。

最低賃金が改定されました

2024年4月から労働条件明示のルールが変わります

三　重　県　最　低　賃　金

特 定（ 産 業 別 ）最 低 賃 金

時間額 ９７３円 （令和５年１０月１日発効）　

三重県電線・ケーブル製造業最低賃金　　  29円up 時間額

時間額

時間額

999円

987円

1,022円

令和5年12月21日

効力発効日

令和5年12月21日

令和5年12月21日

三重県電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業最低賃金　　　　35円up

三重県建設機械・鉱山機械製造業、自動車・同附属品
製造業、船舶製造・修理業、舶用機関製造業、産業用
運搬車両・同部分品・附属品製造業、その他の輸送用
機械器具製造業最低賃金　　　　　　　　35円up

講 習 会 等 の お 知 ら せ
　⑴　クレーン運転業務特別教育 
　　　学科：１月19日㈮　ヤマモリ体育館
　　　実技：１月21日㈰　 ㈱プロテリアルファインテック
　⑵　特定粉じん作業従事者特別教育
　　　２月２日㈮　ヤマモリ体育館
　⑶　労務管理講習会
　　　２月13日㈫　ヤマモリ体育館
　⑷　新入者安全衛生教育
　　　４月10日㈬　柿安シティホール 3階大会議室　
　⑸　アーク溶接等業務特別教育
　　　学　科：４月12日㈮　ヤマモリ体育館
　　　学・実：４月13日㈯　㈱プロテリアル桑名工場
　　　実　技：４月14日㈰　㈱プロテリアル桑名工場
　⑹　職長等教育（建設業を除く）
　　　４月22日㈪、４月23日㈫　ヤマモリ体育館
　⑺　クレーン運転業務特別教育
　　　学科：５月10日㈮　ヤマモリ体育館
　　　実技：５月12日㈰　 ㈱プロテリアルファインテック
　⑻　化学物質管理者（取扱）講習

　　　５月14日㈫　ヤマモリ体育館
　⑼　フォークリフト運転技能講習＜陸災防＞ 
　　　学科：５月15日㈬　くわなメディアライブ 多目的ホール
　　　実技：５月19日～30日　北部輸送サービスセンター
　⑽　低圧電気取扱業務特別教育
　　　５月24日㈮　柿安シティホール３階 大会議室 
　⑾　フォークリフト運転業務従事者安全衛生教育
　　　５月28日㈫　ヤマモリ体育館（会場予定）
　⑿　玉掛け技能講習＜クレーン協会＞
　　　学科：６月３日㈪、５日㈬
   　　メディアライブ 多目的ホール
　　　実技：６月６日・７日・10日　クレーン協会（津市）
　⒀　職長等教育（建設業を除く）
　　　６月10日㈪, 6月11日㈫　ヤマモリ体育館
　⒁　保護具着用管理責任者教育
　　　６月14日㈮ 　ヤマモリ体育館
　⒂　フルハーネス型墜落制止用器具使用業務特別教育
　　　６月25日㈫　ヤマモリ体育館
　⒃　自由研削用といしの取替え等業務特別教育
　　　６月29日㈯　扶桑工機㈱

受賞　おめでとうございます

○中央労働災害防止協会　令和５年度　労働安全衛生功労者表彰　緑十字賞　【産業安全および労働衛生関係】 
　株式会社神戸製鋼所　素形材事業部門　大安製造所　総務部安全環境室　　吉川　修 様
＜評価された活動内容＞
・課内の安全行事の立案・実行、係員への安全教育等の実施により、係の安全能力向上に貢献した。
　また、操業や設備の点検・修理・メンテナンス時の安全を確保する為、各機械での危険箇所を明確にし、立ち入る場合の手順を定め、安全に

作業できる仕組みを作った。
・上記記載の当人の各種安全衛生活動により、作業者一人ひとりが安全考動をできるようになった事と機械の安全化が進んだことにより、所属

部署では1995年から現在まで休業無災害を継続しており、当人の貢献度は非常に高い。
・外部の工事関係者への入構教育（安全教育）の実施や、工事現場の安全衛生パトロールにおいて工事関係者へ安全指導を行うことで、所

内工事での災害防止に努めた。
　2017年1月からは、構内協力会社の事務局も務め、災害防止協議会の開催や安全衛生に関する問題を取りまとめ、改善活動のアドバイスを

行うことで、協力会社の安全レベル向上に貢献した。
・桑名機械金属安全衛生協議会に参加し、参加会社と安全衛生活動についての情報交換を行い、桑名地区の安全活動に貢献した。

○令和５年度　一般社団法人　三重労働基準協会連合会長表彰　安全衛生表彰　 【優良事業場賞】
　フジタ電業株式会社 様　（機械器具製造）
＜評価された活動内容＞
・設備面（インフラ、クレーン、リフ等の補助設備、等）の点検・整備、環境向上に加え、人材育成面（設備使用者への教育・訓練、安全作業の

巡視、５Sの徹底、等）にも注力し、不安全設備・不安全行動の排除に努めている。 
・一般的に増加している転倒災害を発生させないため、高齢者対策と併せて、事業場施設のバリアフリー化を推進するなど、世間一般の状況

を踏まえた「タイムリーな安全対策」を推進している。
・労働災害撲滅の観点から、労働者の長時間労働削減に努力するなど、過重労働対策についても積極的である。
・結果、18年間連続で無災害を継続している。
・長年「桑名労働基準協会」の副会長及び安全部会の副部会長・運営協議会委員を務め、さらに、「桑名機械金属安全衛生協議会」の副

会長を務めるなど、協会の運営に非常に協力的である。

　令和５（2023）年11月17日㈮、四日市労働基準監督署のご後援を頂き、「桑員地区産業安全衛生大会・優良勤労者表彰式」を、柿安シ
ティホール 小ホールにおいて、来賓・会員事業場等総勢113名の参加を頂き開催することができました。
本大会におきましては、来賓として

三 重 労 働 局　労働基準部長　片野 圭介 様　　　四日市労働基準監督署　署　長　宮田　　仁 様
　桑名商工会議所　専務理事　　　久保 康司 様　　　四日市労働基準監督署　副署長　久留原郁子 様
　（一社）三重労働基準協会連合会　事務局長　小野 紀孝 様
　四日市労働基準監督署　安全衛生課長　岡村和良様
のご臨席のもと、桑名労働基準協会長表彰「安全衛生優良事業場」２社、「安全衛生功労者」２名、「安全衛生
ポスター」入選８作品、「安全衛生標語」入賞４作品、優良勤労者表彰として「安全衛生貢献者」３名、「精勤
功労者」９名、「永年勤続功労者」22名がそれぞれ表彰を受けられました。
　中村衛生副部会長による「大会宣言」採択後、休憩を挟んで、『マジックも安全も意思疎通が大事　～ど
う伝わるかを「マジック」から読み解く～』と題して、「マジシャンユッキー」こと「江刺家 由貴」氏から特
別講演を頂き、ご来場者様からご好評を頂戴しました。

令和５(2023)年度_桑員地区産業安全衛生大会・優良勤労者表彰式 開催受賞 おめでとうございます

① ② ③
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　このように本年も取り組むべき課題がいろいろとござ
いますが、貴協会のお力添えをいただきながら適切に対応
していく所存ですので、皆様のご支援とご協力を賜ります
ようお願い申し上げます。
　最後になりますが、本年が皆様にとってより良い年にな
ることを祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせていただ
きます。

宮田 　仁
四日市労働基準監督署
署長

新 春 の ご 挨 拶

桑名労働基準協会長表彰
安全衛生貢献者(3名)

精勤功労者(9名)

永年勤続功労者(22名)

優良勤労者表彰

北 勢 運 送 株 式 会 社
株式会社魚国総本社三重支社
光 精 工 株 式 会 社
株式会社プロテリアルファインテック
太平洋セメント株式会社藤原工場
桑 名 電 気 産 業 株 式 会 社
トヨタ車体株式会社いなべ工場
トヨタ車体株式会社いなべ工場
長 島 観 光 開 発 株 式 会 社
株式会社デンソー大安製作所
株式会社デンソー大安製作所

株 式 会 社 整 備 工 場 東 海
株 式 会 社 山 本 本 店
株式会社プロテリアル桑名工場
株式会社プロテリアルファインテック
株式会社ナルックス員弁パイル工場
SWCC 株 式 会 社 三 重 事 業 所
トヨタ車体株式会社いなべ工場
長 島 観 光 開 発 株 式 会 社
株式会社デンソー大安製作所
株式会社デンソー大安製作所
株式会社デンソー大安製作所

松 岡 晃 弘
大 川 彬 加
高 島 健 児
恩 田 善 三
川 瀬 友 希
上 杉 英 之
水 越 敏 之
松 井 　 崇
鈴 木 敏 彰
後 藤 登美夫
仲 　 世 治

武 藤 勝 則
市 川 　 梓
加 藤 浩 人
岡 田 昌 紀
二 井 貴 史
伴 　 　 豊
山 下 直 紀
宇留田 夏 美
北 村 　 乃
伊 藤 寿 洋
西 林 秀 貢

東 誠 工 機 株 式 会 社
中部電力パワーグリッド株式会社桑名営業所

河 嶋 正 明
長谷川 治 孝

渡 辺 靖 晃 トヨタ車体株式会社いなべ工場

オバナヤ・セメンテックス株式会社
三 重 太 平 洋 鉱 業 株 式 会 社
星和工業株式会社藤原営業所
桑 栄 運 輸 株 式 会 社
株式会社プロテリアル桑名工場

角 田 大 輔
渡 邊 　 健
鈴 木 雅 宏
黒 田 清 隆
太 田 正 俊

近 藤 　 樹
松 下 翔 平
原 田 隆 幸
佐 藤 幸 司

株 式 会 社 斎 藤 金 型 製 作 所
フ ジ タ 電 業 株 式 会 社
星和工業株式会社藤原営業所
株式会社 A D E K A 三重工場

スリーセブン

安心、快適に働くことができる
環境づくりを目指して

中央労働災害防止協会
令和5年度　緑十字賞

(一社)三重労働基準協会
連合会長表彰

安全衛生優良事業場賞

建設業労働災害防止協会
　三重県支部桑名分会長表彰
　　安全衛生優良事業場　伊勢土建工業株式会社 殿

陸上貨物運送事業労働災害防止協会
　三重県支部桑員分会長表彰
　　安全衛生優良事業場　出口運送株式会社 殿

桑員労働対策協議会長表彰
　　安全管理優良事業所　有限会社早川鉄工所 殿

桑名労働基準協会長表彰

安全衛生優良事業場賞
株式会社ＮＴＮ多度製作所 殿

株式会社神戸製鋼所
大安製造所 総務部安全環境室

吉川　 修 殿
フジタ電業株式会社 殿

安全衛生優良事業場賞
株式会社安田製作所 殿

安全衛生功労者賞
株式会社ＡＤＥＫＡ 三重工場

業務部長 出口 滋樹 殿

安全衛生功労者賞
桑名労働基準協会

講師 井戸辻 吉三 殿
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※「三重県ガラス・同製品製造業最低賃金」、「三重県銑鉄鋳物、可鍛鋳鉄、鋳鉄管製造業最低賃金」、「三重県一般
機械器具製造業最低賃金」、「三重県洋食器・刃物・手道具・金物類製造業最低賃金」が適用される労働者につい
ては、三重県最低賃金（時間額９7３円）の金額以上の賃金を支払わなければなりません。

最低賃金が改定されました

2024年4月から労働条件明示のルールが変わります

三　重　県　最　低　賃　金

特 定（ 産 業 別 ）最 低 賃 金

時間額 ９７３円 （令和５年１０月１日発効）　

三重県電線・ケーブル製造業最低賃金　　  29円up 時間額

時間額

時間額

999円

987円

1,022円

令和5年12月21日

効力発効日

令和5年12月21日

令和5年12月21日

三重県電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業最低賃金　　　　35円up

三重県建設機械・鉱山機械製造業、自動車・同附属品
製造業、船舶製造・修理業、舶用機関製造業、産業用
運搬車両・同部分品・附属品製造業、その他の輸送用
機械器具製造業最低賃金　　　　　　　　35円up

講 習 会 等 の お 知 ら せ
　⑴　クレーン運転業務特別教育 
　　　学科：１月19日㈮　ヤマモリ体育館
　　　実技：１月21日㈰　 ㈱プロテリアルファインテック
　⑵　特定粉じん作業従事者特別教育
　　　２月２日㈮　ヤマモリ体育館
　⑶　労務管理講習会
　　　２月13日㈫　ヤマモリ体育館
　⑷　新入者安全衛生教育
　　　４月10日㈬　柿安シティホール 3階大会議室　
　⑸　アーク溶接等業務特別教育
　　　学　科：４月12日㈮　ヤマモリ体育館
　　　学・実：４月13日㈯　㈱プロテリアル桑名工場
　　　実　技：４月14日㈰　㈱プロテリアル桑名工場
　⑹　職長等教育（建設業を除く）
　　　４月22日㈪、４月23日㈫　ヤマモリ体育館
　⑺　クレーン運転業務特別教育
　　　学科：５月10日㈮　ヤマモリ体育館
　　　実技：５月12日㈰　 ㈱プロテリアルファインテック
　⑻　化学物質管理者（取扱）講習

　　　５月14日㈫　ヤマモリ体育館
　⑼　フォークリフト運転技能講習＜陸災防＞ 
　　　学科：５月15日㈬　くわなメディアライブ 多目的ホール
　　　実技：５月19日～30日　北部輸送サービスセンター
　⑽　低圧電気取扱業務特別教育
　　　５月24日㈮　柿安シティホール３階 大会議室 
　⑾　フォークリフト運転業務従事者安全衛生教育
　　　５月28日㈫　ヤマモリ体育館（会場予定）
　⑿　玉掛け技能講習＜クレーン協会＞
　　　学科：６月３日㈪、５日㈬
   　　メディアライブ 多目的ホール
　　　実技：６月６日・７日・10日　クレーン協会（津市）
　⒀　職長等教育（建設業を除く）
　　　６月10日㈪, 6月11日㈫　ヤマモリ体育館
　⒁　保護具着用管理責任者教育
　　　６月14日㈮ 　ヤマモリ体育館
　⒂　フルハーネス型墜落制止用器具使用業務特別教育
　　　６月25日㈫　ヤマモリ体育館
　⒃　自由研削用といしの取替え等業務特別教育
　　　６月29日㈯　扶桑工機㈱

受賞　おめでとうございます

○中央労働災害防止協会　令和５年度　労働安全衛生功労者表彰　緑十字賞　【産業安全および労働衛生関係】 
　株式会社神戸製鋼所　素形材事業部門　大安製造所　総務部安全環境室　　吉川　修 様
＜評価された活動内容＞
・課内の安全行事の立案・実行、係員への安全教育等の実施により、係の安全能力向上に貢献した。
　また、操業や設備の点検・修理・メンテナンス時の安全を確保する為、各機械での危険箇所を明確にし、立ち入る場合の手順を定め、安全に

作業できる仕組みを作った。
・上記記載の当人の各種安全衛生活動により、作業者一人ひとりが安全考動をできるようになった事と機械の安全化が進んだことにより、所属

部署では1995年から現在まで休業無災害を継続しており、当人の貢献度は非常に高い。
・外部の工事関係者への入構教育（安全教育）の実施や、工事現場の安全衛生パトロールにおいて工事関係者へ安全指導を行うことで、所

内工事での災害防止に努めた。
　2017年1月からは、構内協力会社の事務局も務め、災害防止協議会の開催や安全衛生に関する問題を取りまとめ、改善活動のアドバイスを

行うことで、協力会社の安全レベル向上に貢献した。
・桑名機械金属安全衛生協議会に参加し、参加会社と安全衛生活動についての情報交換を行い、桑名地区の安全活動に貢献した。

○令和５年度　一般社団法人　三重労働基準協会連合会長表彰　安全衛生表彰　 【優良事業場賞】
　フジタ電業株式会社 様　（機械器具製造）
＜評価された活動内容＞
・設備面（インフラ、クレーン、リフ等の補助設備、等）の点検・整備、環境向上に加え、人材育成面（設備使用者への教育・訓練、安全作業の

巡視、５Sの徹底、等）にも注力し、不安全設備・不安全行動の排除に努めている。 
・一般的に増加している転倒災害を発生させないため、高齢者対策と併せて、事業場施設のバリアフリー化を推進するなど、世間一般の状況

を踏まえた「タイムリーな安全対策」を推進している。
・労働災害撲滅の観点から、労働者の長時間労働削減に努力するなど、過重労働対策についても積極的である。
・結果、18年間連続で無災害を継続している。
・長年「桑名労働基準協会」の副会長及び安全部会の副部会長・運営協議会委員を務め、さらに、「桑名機械金属安全衛生協議会」の副

会長を務めるなど、協会の運営に非常に協力的である。

　令和５（2023）年11月17日㈮、四日市労働基準監督署のご後援を頂き、「桑員地区産業安全衛生大会・優良勤労者表彰式」を、柿安シ
ティホール 小ホールにおいて、来賓・会員事業場等総勢113名の参加を頂き開催することができました。
本大会におきましては、来賓として

三 重 労 働 局　労働基準部長　片野 圭介 様　　　四日市労働基準監督署　署　長　宮田　　仁 様
　桑名商工会議所　専務理事　　　久保 康司 様　　　四日市労働基準監督署　副署長　久留原郁子 様
　（一社）三重労働基準協会連合会　事務局長　小野 紀孝 様
　四日市労働基準監督署　安全衛生課長　岡村和良様
のご臨席のもと、桑名労働基準協会長表彰「安全衛生優良事業場」２社、「安全衛生功労者」２名、「安全衛生
ポスター」入選８作品、「安全衛生標語」入賞４作品、優良勤労者表彰として「安全衛生貢献者」３名、「精勤
功労者」９名、「永年勤続功労者」22名がそれぞれ表彰を受けられました。
　中村衛生副部会長による「大会宣言」採択後、休憩を挟んで、『マジックも安全も意思疎通が大事　～ど
う伝わるかを「マジック」から読み解く～』と題して、「マジシャンユッキー」こと「江刺家 由貴」氏から特
別講演を頂き、ご来場者様からご好評を頂戴しました。

令和５(2023)年度_桑員地区産業安全衛生大会・優良勤労者表彰式 開催受賞 おめでとうございます

① ② ③
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転倒災害が大幅に増加中！！

≪転倒災害防止対策≫
　〇　60歳以上の高年齢労働者の転倒災害が多く発生しているため・・・
　　ⅰ　バランスや敏捷性などの運動機能を高める体操などによるケガしにくい体づくり
　　ⅱ　身体機能の衰えを防止するための健康指導及び身体機能の衰えに対する自覚の促進

　〇　その他の対策として・・・
　　ⅲ　通路や床面の４Ｓを徹底
　　ⅳ　水・洗剤・油等の定期的な清掃及び清掃エリアへの立ち入り禁止を徹底
　　ⅴ　床面の凹凸や段差の解消
　　ⅵ　作業に適した靴の選定及び定期的な点検
　　ⅶ　従業員通路の除雪及び凍結しやすい場所への融雪マット等の設置
　　　　（令和5年1月26日の大寒波の際には、1日で14件の転倒災害が発生しています。）
　　ⅷ　転倒の危険性がある場所の見える化の促進

【労働災害発生状況の詳細】
　令和5年の休業4日以上の死傷者数は、全産業でみると、11月末日現在で654人となって
おり、前年同期比で24人（3.5％）減少となっています。
　ただし、四日市労働基準監督署で目標とした「チャレンジアンダー777ほくせい推進運
動」の目標達成は困難な状況となってきており、今後更なる労働災害防止対策の徹底を
お願いします。

～　転倒災害予防対策の徹底をお願いします！　～
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令和５年 労働災害発生状況 （死亡者数及び休業４日以上の死傷者数）

年    別

業　種

令和５年 対前年比
死亡 死傷

死亡者数 死傷者数 人　　数 ％ 人　　数 ％

合　　　　　計 1 654

令和４年

死亡者数 死傷者数

四日市労働基準監督署
令和5年11月末現在

資料出所    四日市労働基準監督署「死亡災害報告・労働者死傷病報告」
注：死亡者数は内数であらわしたもの。
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＋2 人
－2 人
＋1 人
－1 人
±0 人 
＋4 人
＋1 人

－12 人
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±0 人 
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－6 人
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±0 人 
±0 人 
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－25.0%
－15.0%
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±0.0%
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＋14.3%
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－4.8%
＋7.9%

＋16.7%
－6.6%
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＋15.4%
－2.7%

＋12.5%

＋37.5%
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＋5.0%
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－5.9%
＋50.0%
＋70.0%
－23.1%
＋25.0%
＋60.0%
＋25.0%

＋133.3%
＋50.0%
＋10.0%
±0.0%

－100.0%

－100.0%

－100.0%

±0.0%

食 料 品
繊 維 工 業
衣 服 そ の 他 の 繊 維
木 材 ・ 木 製 品
家 具 ・ 装 備 品
パ ル プ ・ 紙 加 工 品
印 刷 ・ 製 本
化 学 工 業
窯 業 土 石 製 品
鉄 鋼 業
非 鉄 金 属
金 属 製 品
一 般 機 械 器 具
電 気 機 械 器 具
造 船 業
造 船 業 以 外 の 輸 送 用 機 械
電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 業
自 動 車 整 備 業 ・ 機 械 修 理 業
上 記 以 外 の 製 造 業

小            計
採                      石                      業
上     記     以     外     の     鉱     業

小            計
土 木 工 事
木 造 家 屋 等 建 築 工 事
木 造 家 屋 以 外 の 建 築 工 事
そ の 他 の 建 設 業

小            計
旅 客 運 送 業
道 路 貨 物 運 送 業
港 湾 運 送 業
上 記 以 外 の 運 輸 業

小            計
林 業
農 業 ・ 畜 産 業
水 産 業

小            計

警 備 業
上 記 以 外

小            計

通 信 業

製
　
　
　
　
造
　
　
　
　
業

鉱   

業

建

設

業

運

輸

業

第
一
次
産
業

第

三

次

産

業

等

小 売 業
うち新聞販売業

上 記 以 外 の 商 業

社 会 福 祉 施 設
医 療 保 健 業 ・ そ の 他
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飲 食 店
ゴ ル フ 業
上 記 以 外 の 接 客 娯 楽 業
ビ ル メ ン テ ナ ン ス 業
産 業 廃 棄 物 処 理 業
上記以外の清掃・と畜業
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第 107 号 令和６年１月１日　 ⑸労基協くわな第 107 号 令和６年１月１日労基協くわな⑷

転倒災害が大幅に増加中！！

≪転倒災害防止対策≫
　〇　60歳以上の高年齢労働者の転倒災害が多く発生しているため・・・
　　ⅰ　バランスや敏捷性などの運動機能を高める体操などによるケガしにくい体づくり
　　ⅱ　身体機能の衰えを防止するための健康指導及び身体機能の衰えに対する自覚の促進

　〇　その他の対策として・・・
　　ⅲ　通路や床面の４Ｓを徹底
　　ⅳ　水・洗剤・油等の定期的な清掃及び清掃エリアへの立ち入り禁止を徹底
　　ⅴ　床面の凹凸や段差の解消
　　ⅵ　作業に適した靴の選定及び定期的な点検
　　ⅶ　従業員通路の除雪及び凍結しやすい場所への融雪マット等の設置
　　　　（令和5年1月26日の大寒波の際には、1日で14件の転倒災害が発生しています。）
　　ⅷ　転倒の危険性がある場所の見える化の促進

【労働災害発生状況の詳細】
　令和5年の休業4日以上の死傷者数は、全産業でみると、11月末日現在で654人となって
おり、前年同期比で24人（3.5％）減少となっています。
　ただし、四日市労働基準監督署で目標とした「チャレンジアンダー777ほくせい推進運
動」の目標達成は困難な状況となってきており、今後更なる労働災害防止対策の徹底を
お願いします。

～　転倒災害予防対策の徹底をお願いします！　～
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令和５年 労働災害発生状況 （死亡者数及び休業４日以上の死傷者数）

年    別

業　種

令和５年 対前年比
死亡 死傷

死亡者数 死傷者数 人　　数 ％ 人　　数 ％

合　　　　　計 1 654

令和４年

死亡者数 死傷者数

四日市労働基準監督署
令和5年11月末現在

資料出所    四日市労働基準監督署「死亡災害報告・労働者死傷病報告」
注：死亡者数は内数であらわしたもの。

53
1
2
1
1
5
1
9

16
9
1

22
18

9
1

12

3
6

170

1
1

22
8

32
20
82

7
85

2
15

109
2
9

11
64

6
21

9
39
16

3
34
10
10

8
15

7
12
33

281

1

1

2 678
51

3
1
2
1
1

21
17

9

28
24
17

1
12

1
3
8

200
1

1
22

7
26
21
76

6
91

2
13

112

8

8
82
14
20
11
50
17

2
20
13

8
5

12
3
8

30
281

1

1

1

1

－1人 －24人－50.0% －3.5%

－1 人

－1 人

－1 人

＋1 人

±0 人 

＋2 人
－2 人
＋1 人
－1 人
±0 人 
＋4 人
＋1 人

－12 人
－1 人
±0 人 
＋1 人
－6 人
－6 人
－8 人
±0 人 
±0 人 
－1 人
±0 人 
－2 人

－30 人
－1 人
＋1 人
±0 人 
±0 人 
＋1 人
＋6 人
－1 人
＋6 人
＋1 人
－6 人
±0 人 
＋2 人
－3 人
＋2 人
＋1 人

＋3 人
－18 人

－8 人
＋1 人
－2 人

－11 人
－1 人
＋1 人

＋14 人
－3 人
＋2 人
＋3 人
＋3 人
＋4 人
＋4 人
＋3 人
±0 人 

＋3.9%
－66.7%

＋100.0%
－50.0%

±0.0%
＋400.0%

－57.1%
－5.9%
±0.0%

－21.4%
－25.0%
－47.1%

±0.0%
±0.0%

－100.0%
±0.0%

－25.0%
－15.0%

－100.0%

±0.0%
±0.0%

＋14.3%
＋23.1%

－4.8%
＋7.9%

＋16.7%
－6.6%
±0.0%

＋15.4%
－2.7%

＋12.5%

＋37.5%
－22.0%
－57.1%

＋5.0%
－18.2%
－22.0%

－5.9%
＋50.0%
＋70.0%
－23.1%
＋25.0%
＋60.0%
＋25.0%

＋133.3%
＋50.0%
＋10.0%
±0.0%

－100.0%

－100.0%

－100.0%

±0.0%

食 料 品
繊 維 工 業
衣 服 そ の 他 の 繊 維
木 材 ・ 木 製 品
家 具 ・ 装 備 品
パ ル プ ・ 紙 加 工 品
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第 107 号 令和６年１月１日　 ⑶労基協くわな第 107 号 令和６年１月１日労基協くわな⑹

※「三重県ガラス・同製品製造業最低賃金」、「三重県銑鉄鋳物、可鍛鋳鉄、鋳鉄管製造業最低賃金」、「三重県一般
機械器具製造業最低賃金」、「三重県洋食器・刃物・手道具・金物類製造業最低賃金」が適用される労働者につい
ては、三重県最低賃金（時間額９7３円）の金額以上の賃金を支払わなければなりません。

最低賃金が改定されました

2024年4月から労働条件明示のルールが変わります

三　重　県　最　低　賃　金

特 定（ 産 業 別 ）最 低 賃 金

時間額 ９７３円 （令和５年１０月１日発効）　

三重県電線・ケーブル製造業最低賃金　　  29円up 時間額

時間額

時間額

999円

987円

1,022円

令和5年12月21日

効力発効日

令和5年12月21日

令和5年12月21日

三重県電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業最低賃金　　　　35円up

三重県建設機械・鉱山機械製造業、自動車・同附属品
製造業、船舶製造・修理業、舶用機関製造業、産業用
運搬車両・同部分品・附属品製造業、その他の輸送用
機械器具製造業最低賃金　　　　　　　　35円up

講 習 会 等 の お 知 ら せ
　⑴　クレーン運転業務特別教育 
　　　学科：１月19日㈮　ヤマモリ体育館
　　　実技：１月21日㈰　 ㈱プロテリアルファインテック
　⑵　特定粉じん作業従事者特別教育
　　　２月２日㈮　ヤマモリ体育館
　⑶　労務管理講習会
　　　２月13日㈫　ヤマモリ体育館
　⑷　新入者安全衛生教育
　　　４月10日㈬　柿安シティホール 3階大会議室　
　⑸　アーク溶接等業務特別教育
　　　学　科：４月12日㈮　ヤマモリ体育館
　　　学・実：４月13日㈯　㈱プロテリアル桑名工場
　　　実　技：４月14日㈰　㈱プロテリアル桑名工場
　⑹　職長等教育（建設業を除く）
　　　４月22日㈪、４月23日㈫　ヤマモリ体育館
　⑺　クレーン運転業務特別教育
　　　学科：５月10日㈮　ヤマモリ体育館
　　　実技：５月12日㈰　 ㈱プロテリアルファインテック
　⑻　化学物質管理者（取扱）講習

　　　５月14日㈫　ヤマモリ体育館
　⑼　フォークリフト運転技能講習＜陸災防＞ 
　　　学科：５月15日㈬　くわなメディアライブ 多目的ホール
　　　実技：５月19日～30日　北部輸送サービスセンター
　⑽　低圧電気取扱業務特別教育
　　　５月24日㈮　柿安シティホール３階 大会議室 
　⑾　フォークリフト運転業務従事者安全衛生教育
　　　５月28日㈫　ヤマモリ体育館（会場予定）
　⑿　玉掛け技能講習＜クレーン協会＞
　　　学科：６月３日㈪、５日㈬
   　　メディアライブ 多目的ホール
　　　実技：６月６日・７日・10日　クレーン協会（津市）
　⒀　職長等教育（建設業を除く）
　　　６月10日㈪, 6月11日㈫　ヤマモリ体育館
　⒁　保護具着用管理責任者教育
　　　６月14日㈮ 　ヤマモリ体育館
　⒂　フルハーネス型墜落制止用器具使用業務特別教育
　　　６月25日㈫　ヤマモリ体育館
　⒃　自由研削用といしの取替え等業務特別教育
　　　６月29日㈯　扶桑工機㈱

受賞　おめでとうございます

○中央労働災害防止協会　令和５年度　労働安全衛生功労者表彰　緑十字賞　【産業安全および労働衛生関係】 
　株式会社神戸製鋼所　素形材事業部門　大安製造所　総務部安全環境室　　吉川　修 様
＜評価された活動内容＞
・課内の安全行事の立案・実行、係員への安全教育等の実施により、係の安全能力向上に貢献した。
　また、操業や設備の点検・修理・メンテナンス時の安全を確保する為、各機械での危険箇所を明確にし、立ち入る場合の手順を定め、安全に

作業できる仕組みを作った。
・上記記載の当人の各種安全衛生活動により、作業者一人ひとりが安全考動をできるようになった事と機械の安全化が進んだことにより、所属

部署では1995年から現在まで休業無災害を継続しており、当人の貢献度は非常に高い。
・外部の工事関係者への入構教育（安全教育）の実施や、工事現場の安全衛生パトロールにおいて工事関係者へ安全指導を行うことで、所

内工事での災害防止に努めた。
　2017年1月からは、構内協力会社の事務局も務め、災害防止協議会の開催や安全衛生に関する問題を取りまとめ、改善活動のアドバイスを

行うことで、協力会社の安全レベル向上に貢献した。
・桑名機械金属安全衛生協議会に参加し、参加会社と安全衛生活動についての情報交換を行い、桑名地区の安全活動に貢献した。

○令和５年度　一般社団法人　三重労働基準協会連合会長表彰　安全衛生表彰　 【優良事業場賞】
　フジタ電業株式会社 様　（機械器具製造）
＜評価された活動内容＞
・設備面（インフラ、クレーン、リフ等の補助設備、等）の点検・整備、環境向上に加え、人材育成面（設備使用者への教育・訓練、安全作業の

巡視、５Sの徹底、等）にも注力し、不安全設備・不安全行動の排除に努めている。 
・一般的に増加している転倒災害を発生させないため、高齢者対策と併せて、事業場施設のバリアフリー化を推進するなど、世間一般の状況

を踏まえた「タイムリーな安全対策」を推進している。
・労働災害撲滅の観点から、労働者の長時間労働削減に努力するなど、過重労働対策についても積極的である。
・結果、18年間連続で無災害を継続している。
・長年「桑名労働基準協会」の副会長及び安全部会の副部会長・運営協議会委員を務め、さらに、「桑名機械金属安全衛生協議会」の副

会長を務めるなど、協会の運営に非常に協力的である。

　令和５（2023）年11月17日㈮、四日市労働基準監督署のご後援を頂き、「桑員地区産業安全衛生大会・優良勤労者表彰式」を、柿安シ
ティホール 小ホールにおいて、来賓・会員事業場等総勢113名の参加を頂き開催することができました。
本大会におきましては、来賓として

三 重 労 働 局　労働基準部長　片野 圭介 様　　　四日市労働基準監督署　署　長　宮田　　仁 様
　桑名商工会議所　専務理事　　　久保 康司 様　　　四日市労働基準監督署　副署長　久留原郁子 様
　（一社）三重労働基準協会連合会　事務局長　小野 紀孝 様
　四日市労働基準監督署　安全衛生課長　岡村和良様
のご臨席のもと、桑名労働基準協会長表彰「安全衛生優良事業場」２社、「安全衛生功労者」２名、「安全衛生
ポスター」入選８作品、「安全衛生標語」入賞４作品、優良勤労者表彰として「安全衛生貢献者」３名、「精勤
功労者」９名、「永年勤続功労者」22名がそれぞれ表彰を受けられました。
　中村衛生副部会長による「大会宣言」採択後、休憩を挟んで、『マジックも安全も意思疎通が大事　～ど
う伝わるかを「マジック」から読み解く～』と題して、「マジシャンユッキー」こと「江刺家 由貴」氏から特
別講演を頂き、ご来場者様からご好評を頂戴しました。

令和５(2023)年度_桑員地区産業安全衛生大会・優良勤労者表彰式 開催受賞 おめでとうございます

① ② ③
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※「三重県ガラス・同製品製造業最低賃金」、「三重県銑鉄鋳物、可鍛鋳鉄、鋳鉄管製造業最低賃金」、「三重県一般
機械器具製造業最低賃金」、「三重県洋食器・刃物・手道具・金物類製造業最低賃金」が適用される労働者につい
ては、三重県最低賃金（時間額９7３円）の金額以上の賃金を支払わなければなりません。

最低賃金が改定されました

2024年4月から労働条件明示のルールが変わります

三　重　県　最　低　賃　金

特 定（ 産 業 別 ）最 低 賃 金

時間額 ９７３円 （令和５年１０月１日発効）　

三重県電線・ケーブル製造業最低賃金　　  29円up 時間額

時間額

時間額

999円

987円

1,022円

令和5年12月21日

効力発効日

令和5年12月21日

令和5年12月21日

三重県電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業最低賃金　　　　35円up

三重県建設機械・鉱山機械製造業、自動車・同附属品
製造業、船舶製造・修理業、舶用機関製造業、産業用
運搬車両・同部分品・附属品製造業、その他の輸送用
機械器具製造業最低賃金　　　　　　　　35円up

講 習 会 等 の お 知 ら せ
　⑴　クレーン運転業務特別教育 
　　　学科：１月19日㈮　ヤマモリ体育館
　　　実技：１月21日㈰　 ㈱プロテリアルファインテック
　⑵　特定粉じん作業従事者特別教育
　　　２月２日㈮　ヤマモリ体育館
　⑶　労務管理講習会
　　　２月13日㈫　ヤマモリ体育館
　⑷　新入者安全衛生教育
　　　４月10日㈬　柿安シティホール 3階大会議室　
　⑸　アーク溶接等業務特別教育
　　　学　科：４月12日㈮　ヤマモリ体育館
　　　学・実：４月13日㈯　㈱プロテリアル桑名工場
　　　実　技：４月14日㈰　㈱プロテリアル桑名工場
　⑹　職長等教育（建設業を除く）
　　　４月22日㈪、４月23日㈫　ヤマモリ体育館
　⑺　クレーン運転業務特別教育
　　　学科：５月10日㈮　ヤマモリ体育館
　　　実技：５月12日㈰　 ㈱プロテリアルファインテック
　⑻　化学物質管理者（取扱）講習

　　　５月14日㈫　ヤマモリ体育館
　⑼　フォークリフト運転技能講習＜陸災防＞ 
　　　学科：５月15日㈬　くわなメディアライブ 多目的ホール
　　　実技：５月19日～30日　北部輸送サービスセンター
　⑽　低圧電気取扱業務特別教育
　　　５月24日㈮　柿安シティホール３階 大会議室 
　⑾　フォークリフト運転業務従事者安全衛生教育
　　　５月28日㈫　ヤマモリ体育館（会場予定）
　⑿　玉掛け技能講習＜クレーン協会＞
　　　学科：６月３日㈪、５日㈬
   　　メディアライブ 多目的ホール
　　　実技：６月６日・７日・10日　クレーン協会（津市）
　⒀　職長等教育（建設業を除く）
　　　６月10日㈪, 6月11日㈫　ヤマモリ体育館
　⒁　保護具着用管理責任者教育
　　　６月14日㈮ 　ヤマモリ体育館
　⒂　フルハーネス型墜落制止用器具使用業務特別教育
　　　６月25日㈫　ヤマモリ体育館
　⒃　自由研削用といしの取替え等業務特別教育
　　　６月29日㈯　扶桑工機㈱

受賞　おめでとうございます

○中央労働災害防止協会　令和５年度　労働安全衛生功労者表彰　緑十字賞　【産業安全および労働衛生関係】 
　株式会社神戸製鋼所　素形材事業部門　大安製造所　総務部安全環境室　　吉川　修 様
＜評価された活動内容＞
・課内の安全行事の立案・実行、係員への安全教育等の実施により、係の安全能力向上に貢献した。
　また、操業や設備の点検・修理・メンテナンス時の安全を確保する為、各機械での危険箇所を明確にし、立ち入る場合の手順を定め、安全に

作業できる仕組みを作った。
・上記記載の当人の各種安全衛生活動により、作業者一人ひとりが安全考動をできるようになった事と機械の安全化が進んだことにより、所属

部署では1995年から現在まで休業無災害を継続しており、当人の貢献度は非常に高い。
・外部の工事関係者への入構教育（安全教育）の実施や、工事現場の安全衛生パトロールにおいて工事関係者へ安全指導を行うことで、所

内工事での災害防止に努めた。
　2017年1月からは、構内協力会社の事務局も務め、災害防止協議会の開催や安全衛生に関する問題を取りまとめ、改善活動のアドバイスを

行うことで、協力会社の安全レベル向上に貢献した。
・桑名機械金属安全衛生協議会に参加し、参加会社と安全衛生活動についての情報交換を行い、桑名地区の安全活動に貢献した。

○令和５年度　一般社団法人　三重労働基準協会連合会長表彰　安全衛生表彰　 【優良事業場賞】
　フジタ電業株式会社 様　（機械器具製造）
＜評価された活動内容＞
・設備面（インフラ、クレーン、リフ等の補助設備、等）の点検・整備、環境向上に加え、人材育成面（設備使用者への教育・訓練、安全作業の

巡視、５Sの徹底、等）にも注力し、不安全設備・不安全行動の排除に努めている。 
・一般的に増加している転倒災害を発生させないため、高齢者対策と併せて、事業場施設のバリアフリー化を推進するなど、世間一般の状況

を踏まえた「タイムリーな安全対策」を推進している。
・労働災害撲滅の観点から、労働者の長時間労働削減に努力するなど、過重労働対策についても積極的である。
・結果、18年間連続で無災害を継続している。
・長年「桑名労働基準協会」の副会長及び安全部会の副部会長・運営協議会委員を務め、さらに、「桑名機械金属安全衛生協議会」の副

会長を務めるなど、協会の運営に非常に協力的である。

　令和５（2023）年11月17日㈮、四日市労働基準監督署のご後援を頂き、「桑員地区産業安全衛生大会・優良勤労者表彰式」を、柿安シ
ティホール 小ホールにおいて、来賓・会員事業場等総勢113名の参加を頂き開催することができました。
本大会におきましては、来賓として

三 重 労 働 局　労働基準部長　片野 圭介 様　　　四日市労働基準監督署　署　長　宮田　　仁 様
　桑名商工会議所　専務理事　　　久保 康司 様　　　四日市労働基準監督署　副署長　久留原郁子 様
　（一社）三重労働基準協会連合会　事務局長　小野 紀孝 様
　四日市労働基準監督署　安全衛生課長　岡村和良様
のご臨席のもと、桑名労働基準協会長表彰「安全衛生優良事業場」２社、「安全衛生功労者」２名、「安全衛生
ポスター」入選８作品、「安全衛生標語」入賞４作品、優良勤労者表彰として「安全衛生貢献者」３名、「精勤
功労者」９名、「永年勤続功労者」22名がそれぞれ表彰を受けられました。
　中村衛生副部会長による「大会宣言」採択後、休憩を挟んで、『マジックも安全も意思疎通が大事　～ど
う伝わるかを「マジック」から読み解く～』と題して、「マジシャンユッキー」こと「江刺家 由貴」氏から特
別講演を頂き、ご来場者様からご好評を頂戴しました。

令和５(2023)年度_桑員地区産業安全衛生大会・優良勤労者表彰式 開催受賞 おめでとうございます

① ② ③
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　謹んで新春のお慶びを申し上げます。
　桑名労働基準協会並びに会員の皆様には、旧年中、労働基準行政の推進につきまして、格別のご
理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、昨年の６月に政府は骨太の方針として、終身雇用や年功序列などの日本型雇用の見直し
を閣議決定し、10月には過去最大の上げ幅となる最低賃金の見直しを行ったところです。その結
果、地域別最低賃金額は全国加重平均で1,004円となり、初めて1,000円を超えたところですが、賃上
げの流れを波及させていくためにも、中小企業等への支援が重要な課題となっています。
　一方、雇用情勢については、改善に向けた動きが続いていますが、様々な業種において人出不足
の状況がみられ、人出不足を原因とした長時間労働が発生している事業場も見受けられたところ
です。
　また、職場におけるハラスメントや過重労働・長時間労働に関する相談も多く寄せられており、
脳・心臓疾患や精神障害に関する労災請求も高止まりの状況が続いています。
　こうした中、本年におきましても、労働基準行政の重点課題である長時間労働の抑制に向け、過
重労働による健康障害防止に引き続き取り組んでまいります。
　さらに、本年４月より時間外労働の上限規制が適用猶予業務等（建設業、自動車運転の業務な
ど）についても適用されることとなりますので、関係事業場の皆様におかれましては、施行時期を
見据え、ご対応いただきますようお願いいたします。
　もう一つの重点課題である労働災害防止につきましては、昨年は、第14次労働災害防止計画の
初年度であり、当署におきましても、死亡災害の撲滅と休業４日以上の死傷者数777人未満（７％
以上の減少）を目標に、「チャレンジアンダー７７７ほくせい推進運動」を展開してまいりました
が、現在のところ、死傷者数は前年同期比3.5％減少（令和５年11月末現在）となり、目標を達成でき
るか微妙な状況となっています。
　また、建設業など一部の業種では死傷者数が増加しており、全産業の事故の型をみると、「転倒」
や「動作の反動・無理な動作」（腰痛等）などの行動災害が全体の４割を占めているほか、高年齢労
働者の労働災害が顕著に増加していることから、本年も積極的に労働災害防止に取り組んでまい
ります。
　このように本年も取り組むべき課題がいろいろとござ
いますが、貴協会のお力添えをいただきながら適切に対応
していく所存ですので、皆様のご支援とご協力を賜ります
ようお願い申し上げます。
　最後になりますが、本年が皆様にとってより良い年にな
ることを祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせていただ
きます。

宮田 　仁
四日市労働基準監督署
署長

新 春 の ご 挨 拶

桑名労働基準協会長表彰
安全衛生貢献者(3名)

精勤功労者(9名)

永年勤続功労者(22名)

優良勤労者表彰

北 勢 運 送 株 式 会 社
株式会社魚国総本社三重支社
光 精 工 株 式 会 社
株式会社プロテリアルファインテック
太平洋セメント株式会社藤原工場
桑 名 電 気 産 業 株 式 会 社
トヨタ車体株式会社いなべ工場
トヨタ車体株式会社いなべ工場
長 島 観 光 開 発 株 式 会 社
株式会社デンソー大安製作所
株式会社デンソー大安製作所

株 式 会 社 整 備 工 場 東 海
株 式 会 社 山 本 本 店
株式会社プロテリアル桑名工場
株式会社プロテリアルファインテック
株式会社ナルックス員弁パイル工場
SWCC 株 式 会 社 三 重 事 業 所
トヨタ車体株式会社いなべ工場
長 島 観 光 開 発 株 式 会 社
株式会社デンソー大安製作所
株式会社デンソー大安製作所
株式会社デンソー大安製作所

松 岡 晃 弘
大 川 彬 加
高 島 健 児
恩 田 善 三
川 瀬 友 希
上 杉 英 之
水 越 敏 之
松 井 　 崇
鈴 木 敏 彰
後 藤 登美夫
仲 　 世 治

武 藤 勝 則
市 川 　 梓
加 藤 浩 人
岡 田 昌 紀
二 井 貴 史
伴 　 　 豊
山 下 直 紀
宇留田 夏 美
北 村 　 乃
伊 藤 寿 洋
西 林 秀 貢

東 誠 工 機 株 式 会 社
中部電力パワーグリッド株式会社桑名営業所

河 嶋 正 明
長谷川 治 孝

渡 辺 靖 晃 トヨタ車体株式会社いなべ工場

オバナヤ・セメンテックス株式会社
三 重 太 平 洋 鉱 業 株 式 会 社
星和工業株式会社藤原営業所
桑 栄 運 輸 株 式 会 社
株式会社プロテリアル桑名工場

角 田 大 輔
渡 邊 　 健
鈴 木 雅 宏
黒 田 清 隆
太 田 正 俊

近 藤 　 樹
松 下 翔 平
原 田 隆 幸
佐 藤 幸 司

株 式 会 社 斎 藤 金 型 製 作 所
フ ジ タ 電 業 株 式 会 社
星和工業株式会社藤原営業所
株式会社 A D E K A 三重工場

スリーセブン

安心、快適に働くことができる
環境づくりを目指して

中央労働災害防止協会
令和5年度　緑十字賞

(一社)三重労働基準協会
連合会長表彰

安全衛生優良事業場賞

建設業労働災害防止協会
　三重県支部桑名分会長表彰
　　安全衛生優良事業場　伊勢土建工業株式会社 殿

陸上貨物運送事業労働災害防止協会
　三重県支部桑員分会長表彰
　　安全衛生優良事業場　出口運送株式会社 殿

桑員労働対策協議会長表彰
　　安全管理優良事業所　有限会社早川鉄工所 殿

桑名労働基準協会長表彰

安全衛生優良事業場賞
株式会社ＮＴＮ多度製作所 殿

株式会社神戸製鋼所
大安製造所 総務部安全環境室

吉川　 修 殿
フジタ電業株式会社 殿

安全衛生優良事業場賞
株式会社安田製作所 殿

安全衛生功労者賞
株式会社ＡＤＥＫＡ 三重工場

業務部長 出口 滋樹 殿

安全衛生功労者賞
桑名労働基準協会

講師 井戸辻 吉三 殿
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　明けましておめでとうございます。
　会員の皆様におかれましては新春を迎えますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
　三重県における新型コロナウイルス感染症の発生状況につきましては、「新型コロナウイル
ス感染症 定点医療機関当たり患者報告数推移」を見てみますと、７月上旬から９月下旬にかけ
てのピークが収まり、１１月に入ってからは１人代の初め位の発生数となっておりますが、ま
だまだ予断を許さない、一向に終着点が見えない状況ではあります。
　また、経済情勢では、ロシアによるウクライナ侵攻やイスラエル・ハマス紛争に加え、金融
引き締めによる欧米経済の減速や中国経済の回復遅れ・不良債権問題の悪化等による世界経済
の成長減速が予想されております。
　一方、三重県においては10月末の時点で「一部に弱さがみられるものの、持ち直しの動きが
みられる」「当面、インバウンド需要の持ち直しやアフターコロナの一段の進展が期待される
一方、欧米の金融引き締め継続など世界経済を巡る不透明感は強く景気持ち直しのテンポは弱
まる見通し」でありつつも「生鮮食品を除く津市消費者物価指数は、20か月連続の前年比上
昇」と発表されており、景気が大きく好転するのはまだまだ先のようです。
　このような状況の中、ポストコロナ期における顧客ニーズの変化や顧客接点のデジタル化、
業務プロセス・業務環境のデジタル化などの新たな課題に加え、人材確保、労働生産性の向上
等の従来からの課題に対応していかなければなりません。
　本年の干支は「甲辰（きのえ・たつ）」ですが、甲とは生命や物事の始まりを、辰は草木の
形を整った様子を意味し、「甲辰」には成功という芽が成長していき、姿を整えていくという
意味合いがあり、必ずや「成長と発展」の１年になるものと確信しております。
　当協会では、昨年同様、業務遂行に必要不可欠な教育、資格取得のための講習等開催をいた
し、会員事業所様の職場の安全、衛生環境整備等のお手伝いをさせて頂きます。
　会員の皆様におかれましては、本年も当協会の運営にご理解とご協力を賜りますよう、よろ
しくお願い申し上げます。

桑名労働基準協会

山本 重雄会長

新 春 の ご 挨 拶
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題字：山本初代会長

桑名労働基準協会長表彰　安全衛生ポスターの部

優秀賞
見逃すな 隠れた危険と小さな油断 みんなで築こう ゼロ災職場
無理をさせ無理をするなと無理を言う それをなくそう本質安全
大事です ! 心とからだの ON と OFF できるあなたは二刀流

○
○
○

最優秀賞

岡　　俊樹（株式会社プロテリアル桑名工場）

「事故は瞬間」「注意は習慣」心はいつも「安全週間」

（ヤマモリ株式会社本社・大山田工場）

（株式会社プロテリアルファインテック）

（ＮＴＮ株式会社桑名製作所）

菊地　英子

矢田　良幸

瀬古　真代

桑名労働基準協会長表彰　安全衛生標語の部

秦 愛実・石垣 亜弓
SWCC株式会社 三重事業所

「全国安全週間」
（笑顔で出社　笑顔で帰宅）

一木 亮平
太平洋セメント株式会社 藤原工場

「全国労働衛生週間」
（アイドル）

井野 祐太郎
トヨタ車体株式会社 いなべ工場

「全国安全週間」
（これくらい こころのゆるみが ケガのもと）

出口 英知
株式会社デンソー 大安製作所

「慌てず・焦らず 安全作業」

豊田 陽子
株式会社プロテリアルファインテック

「はさまれ注意」

片野坂 翔
トヨタ車体株式会社 いなべ工場

「全国安全週間」
（教育で、０災害！）

藤井 康久
太平洋セメント株式会社 藤原工場

「全国労働衛生週間」
（二刀流）

【銅　賞】 【銅　賞】【銀　賞】【金　賞】

【入　選】 【特別賞】【入　選】【入　選】

甲原 悦代
株式会社プロテリアルファインテック

「ストップ　転倒災害」


